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１　

レ
イ
ン
ボ
ー
ロ
ー
ド
と
は

太
田
第
二
区
画
整
理
事
業

　

レ
イ
ン
ボ
ー
ロ
ー
ド
は
、
一
九
八
六
年
に
太
田
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
し
て
計

画
さ
れ
た
幹
線
道
路
で
、
一
九
九
八
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
周
辺
に
は
商
業
施
設
が
集
中
し
、
高
松
南
部
郊

外
の
中
心
的
な
街
路
で
す
。
正
式
名
称
は
上
福
岡
多
肥
下
町
線
の
一
部
で
す
。

　

こ
の
幹
線
道
路
の
整
備
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
太
田
第
二
区
画
整
理
事
業
は
、
全
国
で
も
最
大
規
模
の
区

画
整
理
事
業
で
し
た
。
郊
外
の
田
園
地
帯
で
あ
っ
た
太
田
周
辺
で
の
無
秩
序
な
開
発
を
抑
止
し
、
計
画
的
な

都
市
基
盤
の
整
備
を
図
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
事
業
で
し
た
。

な
ぜ
直
線
的
な
幹
線
道
路
の
整
備
が
で
き
た
の
か
？

　

レ
イ
ン
ボ
ー
ロ
ー
ド
や
、
西
側
に
平
行
す
る
サ
ン
・
フ
ラ
ワ
ー
通
り
周
辺
は
、
碁
盤
の
目
状
の
都
市
計
画

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
に
な
さ
れ
た
大
規
模
区
画
整
理
事
業
で
す
か
ら
、
整
然
と
し
た
都
市
計
画
が
な

さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
意
味
で
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
実
際
に
整
備
事
業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
以
前

の
土
地
利
用
の
形
態
や
、
地
形
が
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
（
陸
軍
飛
行
場
用
地
と
し

て
接
収
さ
れ
た
林
町
の
サ
ン
メ
ッ
セ
周
辺
の
よ
う
に
当
然
例
外
も
あ
り
ま
す
が
。
）

　

今
回
の
ふ
る
さ
と
探
訪
で
は
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ロ
ー
ド
が
設
定
さ
れ
る
以
前
の
太
田
周
辺
の
土
地
利
用
の
あ
１



り
方
や
地
形
の
変
遷
を
、
古
い
時
代
か
ら
遡
っ
て
見
学
し
ま
す
。
現
代
の
街
並
み
が
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的

経
緯
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
な
ぜ
レ
イ
ン
ボ
ー
ロ
ー
ド
を
始
め
と
し
た
直
線

的
で
整
然
と
し
た
景
観
が
形
成
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
現
地
に
立
っ
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

２　

レ
イ
ン
ボ
ー
ロ
ー
ド
周
辺
の
地
形

地
形

　

レ
イ
ン
ボ
ー
ロ
ー
ド
は
高
松
平
野
の
中
央
や
や
北
よ
り
に
位
置
し
ま
す
（
図
一
）
。
旧
郷
東
川
、
御
坊
川

な
ど
の
河
川
が
供
給
す
る
土
砂
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
性
の
平
野
部
に
あ
た
り
、
巨
視
的
に
は
比
較

的
平
坦
な
地
形
が
続
き
ま
す
。
一
方
、
よ
り
微
細
に
地
形
を
み
る
と
、
平
野
に
は
小
さ
な
開
析
谷
（
水
の
流

れ
に
よ
っ
て
削
ら
れ
た
谷
）
が
無
数
に
走
り
、
こ
の
小
さ
な
谷
を
堰
き
止
め
て
形
成
し
た
溜
池
が
多
数
認
め

ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
主
に
北
東
方
向
に
多
数
分
岐
す
る
小
河
川
あ
る
い
は
そ
の
痕
跡
で
あ
る
旧
河
道

に
よ
っ
て
、
微
高
地
と
低
地
が
交
錯
す
る
、
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

海
と
の
関
係

　

近
世
初
頭
の
干
拓
以
前
に
は
、
高
松
平
野
の
東
側
に
、
大
き
く
南
に
湾
入
し
た
巨
大
な
入
江
が
あ
り
ま
し

た
（
古
・
高
松
湾
）
（
図
二
）
。
こ
の
湾
岸
地
域
は
新
川
、
春
日
川
、
香
東
川
な
ど
の
河
川
交
通
を
通
じ
て
、

２



３
図１　高松平野の微地形（高橋 1992）に加筆

★

レインボーロード周辺



４

平
野
と
瀬
戸
内
海
の
物
流
を
中
継
す
る
交
通
の

結
節
点
に
当
た
り
、
海
上
交
通
が
活
発
な
地
域

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

レ
イ
ン
ボ
ー
ロ
ー
ド
周
辺
は
、
現
在
は
埋
没

し
て
い
ま
す
が
比
較
的
大
規
模
な
旧
河
道
が
存

在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の

私
た
ち
の
感
覚
で
は
か
な
り
海
か
ら
離
れ
た
内

陸
部
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
古
・
高
松

湾
が
存
在
し
て
い
た
時
代
に
は
、
直
線
距
離
で

一
㎞
程
度
と
比
較
的
海
か
ら
近
く
、
そ
の
た
め

人
や
物
資
の
移
動
が
活
発
で
あ
っ
た
地
域
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

図２　古・高松湾（松本 2009）に加筆

レインボーロード周辺
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５
図３　天満・宮西遺跡とレインボーロード

レインボーロード

環濠集落
（弥生時代前期）

微高地 微高地

旧
河
道

旧河道

銅鐸出土地点

３　

レ
イ
ン
ボ
ー
ロ
ー
ド
周
辺
の
土
地
利
用
の
履
歴

　
◎
天
満
・
宮
西
遺
跡

　

レ
イ
ン
ボ
ー
ロ
ー
ド
の
工
事
に

伴
っ
て
発
掘
さ
れ
た
遺
跡
で
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
①　

環
濠
集
落

　

弥
生
時
代
前
期
に
は
環
濠
集
落

が
営
ま
れ
ま
す
（
図
三
）
。
集
落

を
一
重
に
円
形
に
囲
む
溝
が
掘
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
段
階
で
は
、

自
然
地
形
を
利
用
し
、
微
高
地
の

広
さ
に
応
じ
て
集
落
の
範
囲
が
決

定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。



図４　銅鐸全体イメージ

６

　

ポ
イ
ン
ト
②　

大
規
模
集
落

　

弥
生
時
代
後
期
後
半
～
古
墳
時
代
前
期
初
頭
に
は
、
多
く
の
人
々
が
微
高
地
上
に
密
集
し
て
暮
ら
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
特
筆
す
べ
き
は
、
そ
の
密
度
と
と
も
に
、
他
地
域
か
ら
搬
入
さ
れ

た
土
器
が
非
常
に
多
い
こ
と
で
す
。
遠
く
周
防
～
北
部
九
州
の
土
器
や
、
吉
備
か
ら
の
搬
入
土
器
が
認

め
ら
れ
ま
す
。
遠
隔
地
と
の
交
流
の
拠
点
と
し
て
、
人
々
が
密
集
し
た
集
落
の
姿
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

河
川
や
古
・
高
松
湾
を
巡
る
交
通
拠
点
の
一
つ
と
し
て
の
役
割
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
段
階
で
も
、
集
落
は
微
高
地
の
範
囲
に
営
ま
れ
て
お
り
、
都
市
計
画
は
自
然
地
形
に
大
き
く
規
定

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◎
天
満
・
宮
西
遺
跡
の
銅
鐸
（
市
指
定
有
形
文
化
財
）

　

二
〇
一
六
年
三
月
、
天
満
宮
西
遺
跡
の
隣
接
地
で
開
発
工
事
が
計
画
さ
れ
、
事
前
の
試
掘
調
査
を
行
っ

た
際
に
発
見
さ
れ
た
資
料
で
、
二
〇
一
九
年
に
高
松

市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

銅
鐸
は
、
突
線
紐
式
と
呼
ば
れ
る
、
最
も
新
し
い

タ
イ
プ
の
銅
鐸
の
一
部
で
す
。
意
図
的
に
割
ら
れ
た

破
片
と
考
え
ら
れ
、
本
来
の
全
長
は
高
さ
一
．
二
ｍ



７

ほ
ど
の
大
型
の
も
の
で
す

（
図
四
）
。
表
面
に
は
鳥
か

鹿
と
考
え
ら
れ
る
動
物
を

線
刻
で
鋳
出
し
て
お
り
、

最
も
新
し
い
絵
画
銅
鐸
で

も
あ
り
ま
す
。
意
図
的
な

破
砕
は
、
銅
鐸
を
用
い
た

祭
祀
の
終
焉
を
意
図
的
に

演
出
し
た
た
め
な
の
か
、

溶
か
し
て
他
の
銅
製
品
に

加
工
す
る
た
め
の
原
材
料

と
し
て
保
有
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
の
か
、
銅
鐸
の
終
焉
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い

て
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
な
資
料
で
す
。

図５　天満・宮西遺跡出土銅鐸（左は線刻の動物トレース）



図６　松縄下所遺跡とレインボーロード
８

◎
松
縄
下
所
遺
跡

　

レ
イ
ン
ボ
ー
ロ
ー
ド
の
工
事
に
伴
っ
て
発
掘
調
査
さ
れ
た
遺
跡
で
、
弥
生
時
代
～
江
戸
時
代
の
遺
構

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
①　

古
代
の
幹
線
道
路

　

特
筆
す
べ
き
発
見
は
、
南
北
に
延
び
る
直
線
の
道
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
で
す
（
図
六
）
。
両
側
を
溝

で
区
画
さ
れ
た
、
幅
一
ｍ
強
の
細
い
道
で
す
が
、
総
延
長
で
二
０
０
ｍ
以
上
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
七

世
紀
末
～
八
世
紀
初
頭
に
設
定

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
直
線
に
整
然
と
延
び
る
道

の
存
在
は
、
天
満
宮
西
遺
跡
で

み
た
、
自
然
地
形
に
大
き
く
規

制
さ
れ
た
弥
生
時
代
の
景
観
と

は
大
き
く
趣
を
異
に
す
る
も
の

で
す
。
現
代
に
も
通
じ
る
、
明

確
な
都
市
計
画
の
設
計
基
準
の

道路遺構
（７世紀末～８世紀）

レインボーロード

野田池

中央小学校



図７ 高松平野における８～１０世紀の道路（乗松 2015）

９

存
在
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

近
年
の
調
査
で
、
東
西

南
北
に
延
び
る
道
路
が
、

高
松
平
野
に
複
数
本
存

在
し
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
（
図

七
）
。

　

弥
生
時
代
か
ら
古
代

の
間
に
、
都
市
計
画
に

大
き
な
変
化
が
起
き
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
古
代
の
都
市
計
画

は
、
一
般
に
条
里
制
と

呼
ば
れ
ま
す
。
条
里
制

に
つ
い
て
、
簡
単
に
整

理
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。



10

図８　条里の概要

【
コ
ラ
ム
】
条
里
制
と
は

　

律
令
制
に
基
づ
く
、
班
田
収
授
の
た
め
の
制
度
で
、
少
し
砕
い
た
表
現
を
す
る
と
、
田
畑
を
人
々
に

貸
与
し
、
そ
こ
か
ら
税
を
徴
収
す
る
た
め
の
、
土
地
の
区
画
と
整
理
の
方
式
の
こ
と
で
す
。
土
地
を
碁

盤
の
目
に
区
画
す
る
こ
と
で
、
管
理
を
容
易
に
す
る
狙
い
が
あ
り
ま
し
た
。

条
里
に
は
、
以
下
の
規
則
性
が
あ
り
ま
す
。



図９　高松市南部の条里地割分布（金田 1992）に加筆

11

　

・
一
辺
が
一
町
（
一
〇
六
～
一
一
〇
ｍ
）

　
　

の
碁
盤
目
状
に
土
地
を
区
画
す
る

　

・
一
つ
の
区
画
を
「
坪
」
と
呼
ぶ

　

・
縦
、
横
が
各
六
区
画
（
計
三
十
六
坪
）

　
　

の
大
区
画
を
「
里
」
と
呼
ぶ

　

・
縦
を
「
条
」
、
横
を
「
里
」
で
呼
称
し
、

　
　

○
条
○
里
○
坪
と
場
所
を
記
載
し
た

（
三
条
町
、
六
条
町
等
現
在
も
地
名
に
残
る
）

　

高
松
平
野
の
条
里
プ
ラ
ン

　

高
松
は
全
国
で
も
有
数
の
条
里
プ
ラ
ン
が

良
好
に
残
る
地
域
で
す
。
主
な
特
徴
と
し
て
、

　

・
古
代
の
幹
線
道
路
「
南
海
道
」
を
基
準
に
、

　

碁
盤
目
状
に
割
り
付
け
る

　

・

郡
境
な
ど
、
大
き
な
行
政
単
位
も
自
然
地

　

形
に
沿
わ
ず
直
線
的
に
区
画
さ
れ
る

点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

推定南海道
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◎
『
弘
福
寺
領 

讃
岐
国 

山
田
郡 

田
図
』
比
定
地
区
（
北
区
）

　

弘
福
寺
は
、
天
智
天
皇
六
（
六
六
七
）
年
、
飛
鳥
京
の
川
原
に
建
て
ら
れ
た
官
大
寺
で
す
。
八
世
紀
に

は
大
寺
と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
が
、
こ
の
時
に
讃
岐
国
山
田
郡
に
所
有
し
て
い
た
寺
領
を
示
し
た
絵
図
が

『
弘
福
寺
領
讃
岐
国
山
田
郡
田
図
』
（
以
下
『
田
図
』
と
表
記
）
で
す
（
図
一
一
）
。
天
平
七
（
七
三
五
）
年

の
地
割
状
況
を
示
す
資
料
で
あ
り
、
日
本
最
古
の
田
図
・
荘
園
図
と
し
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

『
田
図
』
は
北
区
、
南
区
の
二
区
画
を
図
示
し
て
お
り
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ロ
ー
ド
周
辺
は
こ
の
う
ち
北
区
に

該
当
し
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
①　

無
理
や
り
な
直
線
に
よ
る
土
地
の
区
画
～
条
里
の
実
態
～

　

地
図
の
上
に
区
画
線
を
引
く
の
は
簡
単
で
す
が
、
現
地
の
地
形
は
複
雑
に
入
り
組
む
た
め
、
区
画
線
と

現
地
の
地
形
的
な
境
界
が
合
致
し
な
い
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

　

『
田
図
』
を
見
る
と
（
図
一
〇
）
、
方
形
に
囲
ま
れ
た
区
画
線
の
中
に
、
複
雑
に
湾
曲
す
る
地
形
の
表
現

が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
地
形
に
は
「
佐
布
田
」
の
文
字
が
見
ら
れ
、
周
辺
が
畠
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
高
乾
で
水
田
に
利
用
で
き
な
い
自
然
堤
防
が
畠
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
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る
こ
と
か
ら
、
「
佐
布
田
」
部

分
は
旧
河
道
に
相
当
す
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。
条
里
で
整
然
と

区
画
さ
れ
た
範
囲
の
中
に
は
、

自
然
地
形
に
応
じ
た
凹
凸
と
そ

れ
に
即
し
た
土
地
利
用
が
な
さ

れ
て
い
た
の
が
実
態
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
②　

一
度
設
定
さ
れ

た
地
割
の
放
棄
～
溜
池
の
重
要

性
～

　

現
在
の
街
割
り
で
、
条
里
に

沿
っ
て
い
な
い
最
大
の
人
工

物
は
溜
池
で
す
。
現
在
の
大
池

図 10　田図（南区）の記載内容（金田 1992）に加筆改変

=現在の大池
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図 11　弘福寺領讃岐国山田郡田図（多和文庫所蔵）

南区北区
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は
『
田
図
』
北
地
区
で
一
度
耕
地
化
し
た
範
囲
を
含
み
ま
す
（
図
一
〇
）
。
一
度
達
成
し
た
地
割
と

耕
地
化
を
破
棄
し
て
ま
で
、
溜
池
の
築
造
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の

溜
池
の
多
く
は
、
近
世
に
整
備
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
干
害
多
発
地
帯
で
あ
る
高
松
で
、

確
実
な
耕
作
用
水
の
確
保
が
ど
れ
ほ
ど
重
要
で
あ
っ
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

◎
大
池
と
周
辺
の
た
め
池
か
ら
見
る
旧
地
形

　

下
池
～
長
池
～
大
池
は
、
旧
河
道
が
開

析
し
た
谷
を
せ
き
止
め
て
造
ら
れ
た
溜

池
で
す
。
土
砂
の
流
入
で
次
第
に
埋
没
が

進
む
と
、
周
囲
に
堤
防
を
巡
ら
せ
る
こ
と

で
水
量
の
確
保
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
現
在
で
は
周
辺
よ
り
も
一
段

高
い
堤
防
が
溜
池
を
囲
う
景
観
が
形
成

図 12　溜池と旧河道（高橋 1992）に加筆

大池

長池

下池

河原池



さ
れ
て
い
ま
す
。
水
を
確
保
す
る
た
め
に
、
旧
河
道
と
い
う
旧
地
形
を
利
用
し
、
発
展
的
に
継
承
し
続

け
た
こ
と
で
、
平
野
の
中
に
溜
池
が
多
数
点
在
す
る
現
在
の
景
観
が
形
成
さ
れ
た
の
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
①　

現
代
に
お
け
る
地
形
改
変
～
河
原
池
と
木
太
中
学
校

　

昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
、
人
口
増
加
と
農
業
用
水
の
需
要
低

下
に
伴
い
、
河
原
池
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
木
太
中
学
校
が
建
設
さ
れ

ま
し
た
（
図
一
三
）
。
周
辺
に
比
べ
て
や
や
低
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

周
囲
を
歩
け
ば
元
が
溜
池
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。

校
舎
に
は
池
の
存
在
を
伝
承
す
る
た
め
の
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

か
つ
て
条
里
の
地
割
と
完
成
し
た
耕
地
を
廃
棄
し
て
ま
で
整
備
さ

れ
た
溜
池
で
し
た
が
、
重
要
性
が
低
下
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
埋
め
立

て
ら
れ
ま
し
た
。
土
地
の
利
用
は
そ
の
時
々
の
社
会
の
要
請
に
よ
っ

て
絶
え
ず
変
化
し
続
け
て
い
る
こ
と
を
、
こ
の
場
所
か
ら
読
み
解
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

図 13　河原池之碑
16



◎
キ
モ
ン
ド
ー
遺
跡
・
佐
藤
城
跡

　

キ
モ
ン
ド
ー
遺
跡
は
、
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
通
り
の
工
事
に
伴
っ
て
発
掘
調
査
さ
れ
た
遺
跡
で
、
弥
生
時
代
か
ら

江
戸
時
代
ま
で
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
①
城
の
堀

　

石
垣
を
伴
う
大
規
模
な
堀
跡
が
出
土
し
ま
し
た
（
図
一
五
）
。
こ
の
堀
は
、
佐
藤
城
跡
の
南
東
隅
を
区
画
す

る
堀
の
一
部
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
城
は
、
香
西
氏
の
属
将
で
あ
っ
た
佐
藤
氏
の
居
城
と
さ
れ
る

城
跡
で
す
。
キ
モ
ン
ド
ー
遺
跡

の
堀
が
い
つ
掘
ら
れ
た
の
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代

に
入
る
と
埋
め
戻
さ
れ
、
平
地

に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
成
果
に
よ
っ
て
、
中
世

の
城
跡
で
あ
る
佐
藤
城
跡
が
、

条
里
地
割
に
沿
っ
て
築
造
さ
れ

図 14　佐藤城跡平面図

図 15　発掘された堀17



図 16　キモンドー遺跡、佐藤城跡とサンフラワー通り

佐藤城跡

堀跡
（キモンドー遺跡）

蓮池

サン・フラワー通り た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
通
り
は
、
こ
の
地
割
を
引
き
継
ぐ
形
で
施
工
さ
れ
て
い

ま
す
（
図
一
六
）
。
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４　

レ
イ
ン
ボ
ー
ロ
ー
ド
は
な
ぜ
で
き
た
の
か
～
基
幹
道
路
成
立
の
歴
史
的
前
提
～

　

直
線
的
な
条
里
の
区
画
は
、
複
雑
で
変
化
し
や
す
い
旧
地
形
を
徐
々
に
克
服
す
る
こ
と
で
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
過
程
で
自
然
環
境
や
生
活
様
式
、
地
域
共
同
体
の
繋
が
り
等
に
、
多
く
の
変
化
が
起
き
た
と
考
え

ら
れ
る
一
方
で
、
土
地
の
管
理
、
税
の
徴
収
、
交
通
の
利
便
性
の
向
上
と
い
っ
た
、
都
市
経
営
上
の
多
く
の
利

益
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
月
並
な
表
現
で
す
が
、
現
在
の
街
並
み
は
、
過
去
の
人
々
が
意
識
的
に
行
っ
た
「
場

所
」
に
対
す
る
働
き
か
け
の
結
果
の
蓄
積
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
レ
イ
ン
ボ
ー
ロ
ー
ド
も
ま
た
、
過
去

の
人
々
の
営
み
を
受
け
継
ぎ
、
な
お
か
つ
施
工
時
の
社
会
の
要
請
を
受
け
て
そ
れ
を
大
胆
に
改
変
す
る
こ
と
で
、

現
在
の
生
活
の
基
盤
と
な
る
幹
線
道
路
と
な
っ
た
の
で
す
。　
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図 17　レインボーロードができる以前（1980 年）の太田周辺
（木太町郷土誌を作る会 1995）
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次回のふるさと探訪は…

テ － マ　「西植田勝名寺、藤尾神社と神内氏の史跡を訪ねる」

　と　　き　平成３１年６月９日（日）９：３０～正午頃

集合場所　未定

講　  師　村井　等さん（植田校区連合自治会長）

☆公共交通機関を御利用ください。

☆広報「たかまつ」６月１日号に開催案内を掲載します。

☆小雨決行。当日、警報が発令された場合は、中止とします。

なお、中止かどうか御不明な場合、午前７時３０分～９時３０

分に文化財課（Tel 087-839-2660）でお知らせします。

（電話が通じない場合は実施予定ですので、集合場所にお集まり

ください。）

５月１９日（日）復路

◆ことでん琴平線　三条駅

◎　（瓦町方面） 

三条駅 (12：03 発、18 発、33 発、48 発 )

◎（琴電琴平・一宮方面） 

三条駅 (12：10 発、25 発、40 発、55 発）

◆　野田池バス停

◎　（ショッピングレインボー東回り） 

野田池 (12：08 発、33 発、58 発 )

◎　（ショッピングレインボー西回り） 

野田池 (12：06 発、31 発、56 発 )



「ふるさと探訪」に参加される皆様へ

※参加中は、次のことに充分留意し、意義のあ

る探訪としましょう。

１　交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。

　　（必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、

　　道路の端を一列で歩きましょう。）

２　無理をせず、体調には十分気を付けましょう。

３　引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。

４　マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を

　　つけましょう。

５　文化財や自然を大切にしましょう。


